
ふるさとの
 文化財探訪

第110回

下
旦
祇
園
祭
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら

音
成　
葉
子

　
八
鹿
酒
造
の
す
ぐ
そ
ば
に
八

雲
神
社
が
あ
る
。
こ
の
地
域
で

行
わ
れ
て
き
た
下
旦
祇
園
祭
に

つ
い
て
、
町
指
定
文
化
財
登
録

の
際
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
る
。

　

下
旦
八
雲
神
社
は
文
久
２

（
１
８
６
２
）
年
、
疫
病
退
散
・

村
勢
新
興
を
願
っ
て
豊
前
国 
今

井
の
里
（
現
福
岡
県
行
橋
市
元
永
）
に
あ
る
「
須

佐
神
社
」
よ
り
御
分
霊
を
勧か
ん
じ
ょ
う請し

た
の
が
始
ま

り
で
あ
る
。

　
八
雲
神
社
は
、
祭
神
素
戔
嗚
尊
（
ス
サ
ノ
オ

ノ
ミ
コ
ト
）
を
祀
る
祇
園
社
で
、
現
在
の
社
殿

は
２
０
０
４
年
５
月
に
落
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

旧
社
殿
は
、
慶
応
４
年
（
１
８
６
４
）
戊
辰
８

月
７
日
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
（
同
社
棟
木
）、

そ
の
後
昭
和
６
年
７
月
に
改
築
さ
れ
た
。

　

祇
園
祭
で
は
、
山
鉾
の
巡
幸
が
行
わ
れ
る
。

山
鉾
の
高
さ
は
、
大
正
中
期
頃
ま
で
は
六
間
余

り
あ
っ
た
が
、
電
線
の
架
設
に
よ
り
三
間
余
り

の
高
さ
に
な
る
。

　
（
中
略
）山
鉾
巡
幸
で
奏
さ
れ
る
祇
園
囃
子
は
、

大
太
鼓
、小
太
鼓
、鉦か
ね

、横
笛
（
明み
ん
て
き笛

、竹
枝
笛
）

が
使
わ
れ
、シ
ャ
ギ
リ・上
り
山・下
り
山・巡
幸・

回
し
山
・
止
り
山
な
ど
に
よ
っ
て
曲
目
が
決
ま
っ

て
い
る
。
曲
目
に
は
「
越
中
立
山
」、「
十と
お
か
え
び
す

日
戒
」、

「
ど
っ
こ
い
せ
」、「
坊
さ
ん
忍
ぶ
」、「
そ
よ
そ
よ

風
」、「
鯉
の
滝
上
り
」
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
よ
り
始
ま
っ
た
下
旦
祇
園
祭
で

あ
っ
た
が
、
昭
和
36
年
、
山
鉾
の
消
失
に
よ
り

一
時
期
中
断
し
た
。
し
か
し
幼
い
頃
に
見
た
祇

園
祭
を
復
活
さ
せ
た
い
と
い
う
当
時
の
有
志
ら

の
尽
力
に
よ
り
昭
和
48
（
１
９
７
３
）
年
、
復

元
新
造
さ
れ
る
。
毎
夜
、
祇
園
準
備
が
行
わ
れ

た
当
時
の
フ
ィ
ル
ム
映
像
が
あ
る
が
、
山
鉾
の

装
飾
や
囃
子
稽
古
を
す
る
下
旦
青
年
団
の
快
活

さ
と
心
意
気
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
巡
幸
時
、
町

民
の
活
き
活
き
と
し
た
表
情
も
印
象
的
で
あ
っ

た
。
今
年
は
そ
の
復
活
か
ら
50
年
の
節
目
。
当

時
は
地
区
の
青
年
団
が
進
め
た
準
備
も
、
近
年

は
老
人
会
が
花
作
り
を
担
い
、
別
の
作
業
で
は

地
区
外
か
ら
の
手
伝
い
も
あ
る
。
囃
子
は
こ
れ

ま
で
高
校
生
ま
で
の
男
の
子
が
担
当
し
て
い
た

が
今
年
か
ら
女
の
子
も
加
わ
る
と
い
う
。
こ
う

し
て
下
旦
祇
園
祭
は
現
在
も
続
い
て
い
る
。
そ

こ
に
は
時
代
に
合
わ
せ
て
継
い
で
き
た
青
年
団

を
始
め
と
す
る
地
域
の
人
々
の
思
い
や
知
恵
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
が
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

下
旦
祇
園
祭
の
巡
幸
日
は
毎
年
第
３
日
曜
日
の

前
日
。
今
年
は
第
20
回
玖
珠
祇
園
大
祭
へ
の
特

別
参
加
も
予
定
し
て
い
る
と
い
う
下
旦
の
山
鉾
。

私
は
引
き
続
き
「
今
」
の
下
旦
祇
園
祭
を
追
っ

て
み
た
い
。

復活を果たした２年後に撮影された
下旦祇園祭の集合写真。昭和 50年撮影

（写真・内恵克彦氏所有）

　今年度もなるほど “ ザ ” 人権講座が始まりました。
子ども達が日ごろから学習している部落差別を中心とし
た人権問題について、学びを共有し、ＰＴＡ活動や家
庭教育につなげていくことがねらいとなっています。受
講生はこども園・小・中ＰＴＡの保護者で、実行委員
含めて５０名ほどです。全５回の講座を通して学習を深
めていきます。毎回講演の後には４年ぶりのグループ
討議の時間を設け、学びの深まりを図っています。
　それでは今年度も、講座内容や受講生の声などを
この「心の扉」のコーナーで紹介させていただきます。
　第１回の講座では「人権を学ぶことは自ら心豊かに

２０２３年度 第１回なるほど“ザ”人権講座

人権

No.323

生きること」と題して、佐藤明郎さんを講師に招きま
した。講座終了後のアンケートでは、以下のような記
述がありました。（一部抜粋）
・幸せになろうと思うことが人権。子供のいじめ事
象で、本人が話せるまで待つことが大事なので、
待てるようになろうと思った。
・人権とは、自分が幸せになろうとすること。差別
とは、自分が幸せになろうとすることをつぶすこ
と。という話が分かりやすくて、子どもに聞かれ
たら伝えようと思います。
・一番印象に残った言葉は、「テストの点が悪かったと
き、自分より点の低い人がいると安心する」ということ。
自分の中にも、差別の心が少なからずあると思う。
・子どもは親をモデルにして育つという話が出て、
自分自身の言動や振る舞いを考え直す機会になり
ました。
・部落差別は人が作った差別だからなくなるはず。
はじめのあいさつで話していたのが、印象的でし
た。本当に１日でも早くそうなると良いと思う。
　紙面の都合上、詳細について掲載することができま
せんが、ご質問等がございましたら、社会教育課（７６
－３８２３）までお問い合わせ下さい。

（社会教育課）
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新刊・新着図書案内　～入道雲、風鈴、夕立、蝉時雨…今年もたくさん楽しんで♪夏の思い出に読書もどうぞ～
●児童図書・コミック
きみがいるからたのしい スムリティ・ホールズ
10ぴきのおばけのけんこうしんだん にしかわおさむ
なにになれちゃう？ チョーヒカル
すいとうのひとやすみ 村上しいこ
けんかのたね ラッセル・ホーバン
化石のよぶ声がきこえる ヘレイン・ベッカー
給食室のいちにち 大塚菜生
ライスボールとみそ蔵と 横田明子
中村哲物語 松島恵利子
2023年全国課題図書（小学校低学年～高等学校まで） その他多数
●一般図書
明日の夕餉（居酒屋お夏 春夏秋冬７） 岡本さとる
猪牙の娘（柳橋の桜シリーズ１） 佐伯泰英
竈稲荷の猫 佐伯泰英
コメンテーター 奥田英朗
キツネ狩り 寺嶌曜
まずはこれ食べて 原田ひ香
出戻り（新・知らぬが半兵衛19） 藤井邦夫
ぼんぼん彩句 宮部みゆき
おやごころ 畠中恵
くもをさがす 西加奈子
婚活食堂９ 山口恵以子
黄色い家 川上未映子
こはる日記 益田ミリ
一人十色 梅沢富美男

だから“躾のある人”は美しい 齋藤薫
天才読書 山崎良兵
歎異抄をひらく 高森顕徹
心田を耕す 北尾吉孝
頭の良い人が話す前に考えていること 安達裕哉
私、誰の人生もうらやましくないわ。 児島令子
お天道様は見てる 尾畠春夫のことば 白石あづさ
図解知識ゼロからの畜産入門 田島淳史
野菜の病気と害虫対策ＢＯＯＫ決定版 草間祐輔
すぐできる ６０歳からの自宅防犯ワザ100 日本防犯学校
無印良品 子どもとすっきり暮らす収納術 
歩く力を落とさない 新しい「足」のトリセツ 下北沢病院医師団
不調が消える！いいことずくめのおかず味噌汁 上原誉志夫
葬式＆墓の大正解 お葬式は小さく、お墓はいらない！？
怒る技法 草薙龍瞬
おもろい話し方 芝山大輔
キミが信頼されないのは話が「ズレてる」だけなんだ 横山信弘
一生頭がよくなり続けるすごい脳の使い方 加藤俊徳
子どもが幸せになるための、別居・離婚・面会交流のすべて 木附千晶
60歳は人生の衣替え 地曳いく子
戦時下、占領下の日常 エドガー・Ａ・ポーター
誰でもできる切り絵入門 久保修
牧野富太郎の植物画で愉しむ大人の四季ぬり絵 北隆館図鑑編集部
野鳥観察を楽しむフィールドワーク 藤井幹
50歳からのごきげんひとり旅 山脇りこ
るるぶ特別編集 東日本大震災伝承施設ガイド その他多数

　ほんの森7月号　平日	午前10時〜午後６時　土・日	午前９時〜午後５時　月・祝	休み　九重町図書館	☎	76−3888

●「おはなし会」 毎月第2土曜日（10時30分~11時）
７月の担当グループは「スター」のみなさんでした。８月は「ぷちトマト」
（8/12 予定）のみなさんです。参加してくれたお友だちにはキラキラ
シールを選んで貼ってくださいね！

▲おはなし会で読んだ本 ▲６月おはなし会の様子

お知らせ

図書館
は、

みなさ
んに

支えら
れてい

ます！
2013 年から「関東　
くすここのえ会」 様
より図書カードのご
寄贈をいただいてい
ます（2021 年のみ

雨ニモマケズ　風ニモマケズ雪ニ
モ　夏ノ暑サニモ負ケヌ　利用者
の皆さんが、図書館に足を運んでく
ださることで、図書館は育てられて
おります。これからも本とのすてき

現在、雑誌スポンサーとして 5 誌を
ご寄贈いただいています。寄贈順に
日野書店様「Comehome」、八鹿
酒造様「サライ」、九州電力様「レ
タスクラブ」、匿名希望（個人）の
2 名様より「子どもの本棚」「ちいさ

毎月の第 2 土曜日
10 時半～ 11 時の

「おはなし会」は 3
組のボランティアさ
んが順番に開催して

図書館は本の森。読書の愉しみ、
ひとりの時間を極上にしてくれる
１冊を探しに、ぜひご利用くださ
い。お待ちいたしております。

雑誌スポンサーに
ついてのお申込、
お問い合わせは図
書館（76-3888）
または図書館の
ホームページをご
覧ください。

コロナ禍で中止）。
今年も3 万円分の図書カードをいた
だきました！リクエスト本の買い付け
やイベントの賞品として大切に使わ
せていただいております。
ありがとうございます！

な出会いの場となる
よう、司書一同努め
てまいります。ご来
館お待ちいたしてお
ります。 ありがとう
ございます。

い・おおきい・よわい・
つよい」となってい
ます。いつも、あり
がとうございます。
今後ともよろしくお願
い申し上げます！

います。2009 年からなので、今年
で 14 年目です！
「チームそらまめくん」「スター」「ぷ
ちトマト」の皆さん、これからも「お
はなし会」をお願いします。ありがと
うございます。
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●　暮らしの情報

各
種
相
談
（
相
談
無
料
）

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

　
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護

委
員
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
に
関
す
る
ご

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
と　
き　

　
８
月
17
日
㈭
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ

　
九
重
町
役
場
３
階
３
０
２
会
議
室

■
内　
容　
差
別
を
受
け
た
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
侵
害
を
受
け
た
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
誹
謗
中
傷
さ
れ
た
等

■
お
問
い
合
わ
せ　
隣
保
館

　
（
☎
０
９
７
３
‐
７
６
‐
２
４
６
８
）

年
金
相
談
日

■
と　
き　
８
月
23
日
㈬

■
と
こ
ろ

　
九
重
町
役
場　
１
階
１
０
１
会
議
室

■
そ
の
他　
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
日

田
年
金
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲ＨＰ

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
と
き
め
き
作
品
展
」
募
集

　

と
き
め
き
作
品
展
は
障
が
い
者
・
児
の

芸
術
・
文
化
に
係
る
自
主
的
な
取
り
組
み

を
支
援
し
、
障
が
い
者
・
児
の
社
会
参
加

を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
皆
様
の
作
品
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
出
展
対
象
者　
県
内
在
住
ま
た
は
県
内

施
設
を
利
用
し
て
い
る
障
が
い
者
・
児

■
受
付
期
間　
８
月
１
日
㈫
～
31
日
㈭

■
出
展
部
門　
絵
画
・
工
芸
・
写
真
・
書
・

陶
芸
・
合
作
（
規
格
や
提
出
書
類
等
が

あ
り
ま
す
の
で
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。）

■
お
問
い
合
わ
せ　
健
康
福
祉
課

　
（
☎
０
９
７
３
‐
７
６
‐
３
８
２
１
）

「
心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文
」

及
び「
障
害
者
週
間
の
ポ
ス
タ
ー
」

作
品
募
集

■
募
集
期
間　
８
月
３
日
㈭
ま
で

■
応
募
資
格　

　

①
心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文

　
　

小
学
生
以
上

　

②
障
害
者
週
間
の
ポ
ス
タ
ー

　
　

小
学
生
及
び
中
学
生

※
応
募
方
法
等
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　
健
康
福
祉
課

　
（
☎
０
９
７
３
‐
７
６
‐
３
８
２
１
）

献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

■
と　
き　
８
月
７
日
㈪

　
午
前
10
時
～
正
午

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

■
と
こ
ろ　
九
重
町
役
場　
玄
関
フ
ロ
ア

■
お
問
い
合
わ
せ　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
９
７
３
‐
７
６
‐
３
８
３
８
）

第
３4
回
豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

（
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
部
門
）

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

■
趣　
旨　

地
域
間
・
世
代
間
交
流
を

通
じ
て
ふ
れ
あ
い
と
活
力
の
あ
る
長

寿
社
会
づ
く
り
を
推
進
し
、
高
齢
者

の
健
康
と
生
き
が
い
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

■
と　
き　
９
月
24
日
㈰

■
と
こ
ろ　
大
分
ス
ポ
ー
ツ
公
園
他

■
種　
目　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
還
暦
軟
式
野

球
等

■
参
加
資
格　

大
分
県
在
住
で
、
原
則

と
し
て
令
和
６
年
４
月
１
日
現
在
60

歳
以
上
の
者

■
募
集
期
間　
７
月
31
日
㈪
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ　
健
康
福
祉
課

　
（
☎
０
９
７
３
‐
７
６
‐
３
８
２
１
）

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
日
田
年
金
事
務
所

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
２
‐
６
１
７
４
）

精
神
保
健
福
祉
相
談

(

こ
こ
ろ
の
相
談
）

■
と　
き　
８
月
10
日
㈭
午
後
２
時
～

■
と
こ
ろ　
玖
珠
総
合
庁
舎　
３
階

■
内　
容

　

 

う
つ
病
や
認
知
症
等
の
本
人
及
び
家
族

等
に
対
す
る
専
門
医
に
よ
る
医
療
相
談

■
相
談
料　
無
料

■
そ
の
他　

　
前
日
午
前
中
ま
で
に
事
前
予
約
必
要

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
県
西
部
保
健
所　
地
域
保
健
課

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
３
‐
３
１
３
３
）

大
分
県
交
通
事
故
相
談

【
電
話·

面
接
相
談
】

■
と　
き　
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
、

　
振
替
休
日
、
年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

　
午
後
１
時
～
午
後
５
時
15
分

■
と
こ
ろ　
大
分
県
庁　
別
館
５
階

■
お
問
い
合
わ
せ　
交
通
事
故
相
談
所

　
（
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
企
画
課
内
）

　
（
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
１
６
６
）

【
巡
回
相
談
〔
予
約
制
〕】

■
と　
き　
８
月
８
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
県
西
部
振
興
局
（
日
田
市
）
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暮らしの情報　●

お
知
ら
せ

大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

第
１
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

■
と　
き　
８
月
20
日
㈰
午
前
10
時
～

■
と
こ
ろ　
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

■
当
日
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

受
付
／
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
概
要
説
明
）
／

校
内
見
学
（
実
習
場
見
学
）
／
希
望
の

訓
練
実
習
を
１
つ
体
験
（
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ

ト
操
作
実
習
・
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
小
物
製

作
）
／
個
別
相
談
会

■
そ
の
他　
予
約
不
要
。
参
加
料
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
２
‐
０
７
８
９
）

大
分
県
立
工
科
短
期
大
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　
進
学
を
ご
検
討
中
の
保
護
者
の
方
や
生

徒
を
対
象
に
大
学
・
入
試
情
報
・
キ
ャ
ン

パ
ス
ツ
ア
ー
に
加
え
、
在
校
生
プ
レ
ゼ
ン

型
の
講
義
説
明
な
ど
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
用
意
し
て
い
ま
す
。
入
学
後
の
キ
ャ
ン

パ
ス
ラ
イ
フ
な
ど
直
接
先
輩
に
質
問
で
き

る
チ
ャ
ン
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。
是
非
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
入
場
料
は
無

料
で
、
事
前
申
し
込
み
不
要
で
す
。

■
と　
き　
８
月
27
日
㈰

　
午
前
の
部
：
午
前
９
時
30
分
～

　
午
後
の
部
：
午
後
１
時
30
分
～

■
と
こ
ろ　
大
分
県
立
工
科
短
期
大
学
校

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
西
部
振
興
局

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
３
‐
２
２
０
０
）

遺
言
等
無
料
公
証
相
談

■
と　
き　
平
日
の
午
前
９
時
～
正
午
、

　
午
後
１
時
～
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　
日
田
公
証
役
場
（
日
田
市
）

■
内　
容　
①
遺
言
の
ほ
か
、
高
齢
者
等

の
財
産
管
理
、
土
地
・
建
物
の
賃
貸
借
・

売
買
、
金
銭
貸
借
、
離
婚
給
付
、
尊
厳

死
宣
言
な
ど
の
公
正
証
書
の
作
成
に
関

す
る
相
談　
②
会
社
定
款
や
契
約
書
類

の
認
証
等
に
関
す
る
相
談　

③
相
続
問

題
に
関
す
る
相
談

■
そ
の
他　
電
話
で
事
前
受
付
が
必
要

■
お
問
い
合
わ
せ　
日
田
公
証
役
場

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
４
‐
６
７
５
１
）

行
政
書
士
会
日
田
支
部
無
料
相
談
会

■
と　
き

　
8
月
3
日
㈭
午
後
１
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

　
九
重
町
役
場
３
階　
３
０
２
会
議
室

■
内　
容　

　
相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
許
認
可
申

請
、
技
能
実
習
等
外
国
人
雇
用
等

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支
部

　
（
☎
０
９
０
‐
８
２
８
９
‐
４
６
６
４
）

■
対　
象　
高
校
生
及
び
そ
の
保
護
者

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
立
工
科
短
期
大
学
校

　
（
☎
０
９
７
９
‐
２
３
‐
５
５
０
０
）

バ
ス
の
車
内
事
故
防
止
に
つ
い
て

　
た
だ
い
ま
、
走
行
中
の
バ
ス
車
内
で
の
事

故
を
防
止
す
る
た
め
、「
車
内
事
故
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

走
行
中
に
席
を
離
れ
る
と
、
転
倒
な
ど

思
わ
ぬ
け
が
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

お
降
り
の
際
は
、
バ
ス
が
停
留
所
に
着
い
て
、

扉
が
開
い
て
か
ら
席
を
立
って
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
バ
ス
は
安
全
運
転
に
徹
し
て
い
ま

す
が
、
や
む
を
得
ず
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
満
席
の
た
め
、
立
って

ご
利
用
い
た
だ
く
場
合
に
は
、
吊
革
や
握

り
棒
に
し
っ
か
り
つ
か
ま
って
く
だ
さ
い
。

　
バ
ス
の
車
内
事
故
防
止
に
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

福
祉・介
護
の
職
場
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
福
祉
・
介
護
の
仕
事
に
関
心
を
お
持
ち

の
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
体
験
で
き
ま

す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

■
期　
間　
令
和
６
年
２
月
29
日
ま
で
の

間
の
、
お
お
む
ね
１
～
３
日
間

　
（
ご
本
人
の
希
望
を
尊
重
）

■
と
こ
ろ　
県
内
の
福
祉
介
護
施
設

　
（
約
２
０
０
施
設
）

■
申
込
方
法　
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。
申
込
用
紙（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）は
、

役
場
や
社
会
福
祉
協
議
会
、ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
な
ど
の
窓
口
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

■
申
込
期
限　
体
験
希
望
日
の
２
週
間
前

ま
で
（
令
和
６
年
２
月
15
日
ま
で
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
９
７
‐
５
５
２
‐
７
０
０
０
）

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

　
ご
遺
族
が
少
し
で
も
こ
こ
ろ
の
安
ら
ぎ
を

取
り
戻
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
い
、
つ
ど
い

を
開
催
し
ま
す
。
参
加
希
望
者
は
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

■
対　
象　
大
切
な
方
を
自
死
で
亡
く
さ

れ
た
ご
遺
族

■
と　
き　
９
月
６
日
㈬

　
　
　
　
　
午
後
２
時
～
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
）

■
内　
容　
参
加
者
の
気
持
ち
の
分
か
ち
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●　暮らしの情報

合
い
を
し
ま
す

■
参
加
料　
無
料
（
事
前
申
込
必
要
）

■
申
込
締
切　
８
月
30
日
㈬

■
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か

ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
６
２
９
０
）

８
月
は「
相
続
登
記
は

お
済
み
で
す
か
月
間
」で
す

■
期　
間　
８
月
１
日
㈫
～
８
月
31
日
㈭

の
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
※
お
盆
、
土
日
祝
日
は
お
休
み

■
相
談
窓
口　
各
司
法
書
士
事
務
所

■
内　
容　
遺
産
分
割
、
遺
言
、
相
続
分

な
ど
相
続
に
関
す
る
問
題
と
登
記
手
続

■
相
談
料　
期
間
中
の
相
談
は
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
司
法
書
士
会

　
（
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
７
５
７
９
）

旧
優
生
保
護
法
相
談
窓
口

　
昭
和
23
年
９
月
11
日
か
ら
平
成
８
年
９

月
25
日
ま
で
の
間
に
優
生
手
術
な
ど
を
受

け
た
方
で
、
該
当
さ
れ
る
方
に
は
、「
旧

優
生
保
護
法
一
時
金
支
給
法
」に
基
づ
き
、

国
か
ら
一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
大
分
県
で
は
、
不
妊
手
術
を
受
け
た
方

や
ご
家
族
の
方
か
ら
の
お
問
い
合
わ
せ
に

対
応
す
る
た
め
、
相
談
窓
口
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

■
相
談
内
容

・
旧
優
生
保
護
法
の
不
妊
手
術
に
係
る
ご

本
人
や
ご
家
族
か
ら
の
相
談
。

・
手
術
を
受
け
た
方
に
対
す
る
一
時
金
支

給
な
ど
の
相
談
と
情
報
提
供　
な
ど

■
受
付
時
間　
月
曜
日
～
金
曜
日
（
土
日

祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分

■
旧
優
生
保
護
法
相
談
窓
口

　
【
電
話
番
号
（
専
用
）】

　

 

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
７
６
０

　
【
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
専
用
）】

　

 sodan12210@
pref.oita.jp

　
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
】

　

 

０
９
７
‐
５
０
６
‐
１
７
３
５

■
お
問
い
合
わ
せ　
旧
優
生
保
護
法
相
談

窓
口
（
県
健
康
づ
く
り
支
援
課
）

　
（
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
６
７
５
）

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら

相
続
登
記
が
義
務
化
さ
れ
ま
す

　
所
有
者
が
亡
く
な
っ
た
の
に
相
続
登
記

が
さ
れ
な
い
と
、
登
記
簿
を
見
て
も
持
ち

主
が
分
か
ら
ず
、
災
害
の
復
興
事
業
や
取

引
を
進
め
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
問
題
が
起

き
て
い
ま
す
。

　
そ
の
所
有
者
不
明
土
地
問
題
を
解
決
す

る
た
め
、
不
動
産
登
記
法
が
一
部
改
正
さ

れ
ま
す
。
法
改
正
で
は
、
令
和
６
年
４
月

１
日
か
ら
相
続
登
記
の
申
請
が
義
務
化
さ

れ
、
不
動
産
を
取
得
し
た
相
続
人
は
、
そ

の
取
得
を
知
っ
た
日
か
ら
３
年
以
内
に
相

続
登
記
の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳

▲ＨＰ

し
く
は
、
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
地
方
法
務
局　
日
田
支
局

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
２
‐
２
７
１
９
）

相
続
手
続
き
が

断
然
ラ
ク
に
な
り
ま
す

　
法
務
局
に
は
、
相
続
手
続
き
を
す
る
人

た
ち
を
応
援
す
る
「
法
定
相
続
情
報
証
明

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。「
法
定
相
続
情
報

証
明
制
度
」
と
は
、
法
定
相
続
人
が
誰
で

あ
る
の
か
を
証
明
す
る
制
度
で
す
。
相
続

登
記
申
請
は
も
ち
ろ
ん
、
預
貯
金
の
払
戻

し
、税
務
署
で
の
相
続
税
の
申
告
等
、様
々

な
相
続
手
続
で
ご
利
用
い
た
だ
け
る
な

ど
、
知
っ
て
お
く
と
メ
リ
ッ
ト
の
多
い
こ

の
制
度
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

詳
し
く
は
、
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
法
務
局
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
手
数
料
は
無
料
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
地
方
法
務
局　
日
田
支
局

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
２
‐
２
７
１
９
） ▲ＨＰ▲ＨＰ

▲ＨＰ

法務局
相続登記義務化

法務局
法定相続情報

法務局
遺言書保管制度

あ
な
た
の
想
い
、残
し
ま
せ
ん
か
？

　
あ
な
た
が
書
い
た
自
筆
証
書
遺
言
書
を

法
務
局
で
長
期
間
大
切
に
保
管
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。こ
の
制
度
を
利
用
す
る
と
、

遺
言
者
本
人
の
死
亡
後
、
遺
言
書
が
発
見

さ
れ
な
か
っ
た
り
、
改
ざ
ん
さ
れ
る
こ
と

を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
遺
言

者
だ
け
で
な
く
相
続
人
や
受
遺
者
等
に
も

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
お
近
く
の
法
務
局
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
地
方
法
務
局　
日
田
支
局

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
２
‐
２
７
１
９
）

試
験·

講
習
会

令
和
５
年
度
大
分
県
職
員
採
用
選
考

【
児
童
自
立
支
援
専
門
員
】

■
採
用
予
定
者
数　
５
名

■
受
付
期
間　
８
月
25
日
㈮
ま
で

■
第
１
次
選
考
日　
９
月
17
日
㈰

■
お
問
い
合
わ
せ

　
県
人
事
委
員
会
事
務
局
公
務
員
課

　
（
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
２
２
２
）
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『ルールを守って
楽しい花火を 』

問　玖珠消防署　警防係　☎ 72ー2141

こちらこちら
119番119番

令
和
５
年
度
大
分
県
技
能
職
員

採
用
選
考

【
農
業
技
術
員
】

■
採
用
予
定
者
数　
６
名

■
受
付
期
間　

　
７
月
31
日
㈪
か
ら
９
月
１
日
㈮
ま
で

■
第
１
次
選
考
日　
10
月
15
日
㈰

■
お
問
い
合
わ
せ

　
県
総
務
部
人
事
課
人
事
制
度
班

　
（
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
３
１
２
）

消
防
設
備
士
法
定
講
習

■
受
講
対
象
者

　
⑴
令
和
３
年
度
に
免
状
交
付
を
受
け
た

消
防
設
備
士
（
２
年
目
講
習
）

　
⑵
平
成
30
年
度
に
法
定
講
習
を
受
け
た

消
防
設
備
士
（
５
年
目
講
習
）

　
⑶
法
定
期
限
内
に
法
定
講
習
を
受
け
て

い
な
い
消
防
設
備
士

■
講
習
日
（
会
場
／
講
習
区
分
）

【
10
月
11
日
㈬
】
大
分
県
教
育
会
館
／
消

火
設
備
（
１
類
・
２
類
・
３
類
）

【
10
月
12
日
㈭
】
大
分
県
教
育
会
館
／
避

難
設
備
・
消
火
器
（
５
類
・
６
類
）

【
10
月
13
日
㈮
】
大
分
県
教
育
会
館
／
警

報
設
備
（
４
類
・
７
類
）

【
10
月
27
日
㈮
】
日
田
総
合
庁
舎
／
警
報

設
備
（
４
類
・
７
類
）

■
受
付
期
間

　
８
月
28
日
㈪
～
９
月
19
日
㈫

■
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

　
（一財
）
大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会

　
（
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
３
１
２
５
）

「
た
け
の
こ
生
産
竹
林
楽
校
」

受
講
生
募
集

　
地
域
の
荒
廃
し
た
竹
林
を
再
生
し
、
た

け
の
こ
の
生
産
な
ど
有
効
に
活
用
し
た
い

と
考
え
て
い
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

■
と　
き　
９
月
下
旬
、
10
月
中
旬
、

　
３
月
下
旬　
計
３
回

※
内
容
・
場
所
・
研
修
日
は
、
講
師
の
都

合
や
天
候
等
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
研
修
は
現
地
集
合
で
す
。

■
と
こ
ろ　
日
出
町
、
豊
後
高
田
市

■
募
集
人
員　

　
40
名
（
定
員
超
過
の
場
合
は
選
考
）

■
研
修
内
容　
た
け
の
こ
生
産
・
竹
林
管

理
の
知
識
・
技
術
演
習

■
募
集
期
間

　
８
月
１
日
㈫
か
ら
８
月
31
日
㈭
ま
で

■
費
用　
　
　
受
講
料
無
料

■
申
込
方
法

　
お
問
い
合
わ
せ
先
窓
口
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
「
受
講
申
込
書
」
を
提
出

■
お
問
い
合
わ
せ

　
西
部
振
興
局
林
業
・
木
材
・
椎
茸
班

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
２
‐
２
５
８
５
）

狩
猟
免
許
更
新
の
お
知
ら
せ

■
と　
き
・
と
こ
ろ

　
９
月
５
日
㈫
、
６
日
㈬

　
　
　
　
　
　
　
大
分
県
日
田
総
合
庁
舎

　
９
月
８
日
㈮　
大
分
県
玖
珠
総
合
庁
舎

■
受
付
期
間　

　
紙
申
請　
：
８
月
９
日
㈬
～
22
日
㈫

　
電
子
申
請
：
８
月
１
日
㈫
～
13
日
㈰

■
そ
の
他

　
狩
猟
免
許
更
新
に
必
要
な
書
類
等
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
県
西
部
振
興
局
森
林
管
理
班

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
２
‐
２
５
８
５
）

　夏の風物詩といえば「花火」ですね。子ども達にとっても楽しみな季節
です。家族で花火を見に行ったり手持ち花火を買って楽しんだりすることも
あるのではないでしょうか。
　しかし、手持ち花火による火災も全国では少なくありません。また、大人
がいない時に発生することが多い傾向にあるため十分注意が必要です。
　以下のポイントに注意し手持ち花火による火災を防ぎましょう。

子供の火遊びによる火災防止のポイント 
①子どもだけを残して外出しない
②ライターやマッチを子供の手の届くところに置かない
③子どもだけで火を取り扱わせない
④火遊びをしているのを見かけたら注意する
⑤火災の恐ろしさ・火の取扱いについて教育する

花火を安全に遊ぶポイント
①風の強いときは花火をしない
②燃えやすいものがなく、広くて安全な場所を選ぶ
③子どもだけでなく大人と一緒に遊ぶ
④説明書をよく読み、注意事項を必ず守る 
⑤水バケツを用意し、使った花火は必ず水につける
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第二十回吟行俳句大会
inここのえ

今
月
の
優
秀
句

今
月
の
優
秀
句

佳
作
　
二
十
四
席

佳
作
　
二
十
四
席

愉
悦
と
は
喜
び
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
。
植
え
て

間
も
な
い
田
ん
ぼ
を
毎
日
眺
め
な
が
ら
愉
悦
を
感
じ
て
い
る
作

者
の
姿
目
に
浮
か
び
ま
す
。

夏
茜
は
ト
ン
ボ
の
こ
と
。
よ
く
見
て
い
る
と
確
か
に
体
を
く
る

り
と
廻
し
、
こ
ち
ら
を
向
い
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。
ト
ン
ボ
に

顔
を
見
ら
れ
て
作
者
も
戸
惑
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

風
入
れ
は
夏
の
季
語
で
虫
払
い
、
土
用
干
し
の
こ
と
。
虫
干

し
を
し
な
が
ら
シ
ミ
を
見
つ
け
。
し
ば
し
母
の
思
い
出
に

浸
っ
て
い
ま
す
。
形
見
の
品
は
読
者
の
想
像
に
委
ね
る
省
略

の
一
句
で
す
。

十
薬
（
夏
の
季
語
）
は
ド
ク
ダ

ミ
の
花
の
こ
と
。
花
軸
の
ま
わ

り
に
淡
黄
色
の
小
さ
な
花
を
穂

状
に
に
つ
け
、
そ
の
下
に
白
い

花
弁
に
の
よ
う
な
苞
片
が
十
字

形
に
あ
る
。
日
陰
に
咲
い
て
い

る
の
で
は
っ
と
す
る
美
し
さ
が

あ
る
が
、
そ
れ
を
「
深
呼
吸
」

の
一
言
で
見
事
に
表
現
。「
句

ま
た
が
り
」
の
「
切
れ
」
が
新

た
な
リ
ズ
ム
を
生
み
ま
し
た
。

朝
な
夕
な
青
田
眺
め
る
愉
悦
か
な

羊
毛
の
の
た
り
の
た
り
と
夏
に
入
る	

直
人

梅
雨
晴
間
ひ
と
り
に
広
き
牧
場
か
な	

豊
國

花
菖
蒲
神
の
水
引
く
神
楽
女
湖	

泉
渓

十
三
の
青
き
ト
ン
ネ
ル
若
葉
風	

チ
ズ
子

蝉
時
雨
う
っ
ぷ
ん
残
し
ふ
と
消
ゆ
る	

香
澄

夏
萩
の
い
つ
の
間
に
や
ら
咲
い
て
散
る	

則
子

夏
蝶
の
留
ま
る
気
配
の
な
か
り
け
り	

純
子

が
ん
ば
れ
と
青
葉
若
葉
と
三
俣
山	

律
子

タ
デ
原
や
墨
絵
ぼ
か
し
に
雲
の
峰	

桐
友

吹
く
風
や
栗
花
の
香
何
処
に
ゆ
く	

ム
ツ
子

デ
ィ
初
日
思
い
腰
上
げ
衣
替	

勝
子

玉
葱
の
秘
め
事
の
あ
り
艶
め
く
る	

好
美

優
秀
賞
三
句

ひ
つ
じ
の
群
ほ
ど
け
て
夏
の
雲
と
な
る　
　

東　

	

圭
子

行
く
雲
や
羊
を
追
っ
た
夏
帽
子　
　
　
　
　

豊
國	

隆
信

高
鳴
れ
る
吾
も
夏
野
の
一
人
な
り　
　
　
　

幸
谷	

恵
子

優
良
賞
五
句

梅
雨
晴
れ
や
牧
場
に
残
る
赤
い
傘　
　
　
　

桐
野　

	

力

草
原
の
カ
メ
ラ
の
射
程
に
馬
を
置
く　
　
　

河
野	

則
子

牧
場
の
梅
雨
は
お
お
ら
か
じ
ゃ
ん
け
ん
ぽ　

足
立	　

攝

梅
雨
晴
間
ポ
ニ
ー
引
く
子
の
余
る
綱　
　
　

志
賀	

文
子

や
ま
な
み
圏
緑
深
ま
る
円
周
率　
　
　
　
　

原
田	

勝
子

夏
茜
く
る
り
と
己
が
面
を
見
る

風
入
れ
や
母
の
形
見
に
染
み
の
あ
り

深
呼
吸
し
て
十
薬
を
摘
み
に
け
り　

吉
光
ヨ
ウ
子

小
野　

恒
己

冨
田　

一
主

竹
石　

末
子

十じ
ゅ
う
や
く薬

（
句
評
） 

立
夏
（
五
月
六
日
頃
）
か
ら
立
秋
（
八
月
八
日
頃
）
ま
で
の
期
間
を

夏
と
し
て
俳
句
も
こ
れ
に
従
っ
て
い
ま
す
。
七
月
は
い
よ
い
よ
炎
帝
と
も
言

わ
れ
る
夏
本
番
を
迎
え
ま
す
。
そ
う
し
て
み
る
と
、
今
月
の
優
秀
句
は
実
に

爽
や
か
、「
青
田
」
を
眺
め
「
ト
ン
ボ
」
に
目
を
取
ら
れ
「
風
入
れ
」
を
す
る

よ
き
季
節
で
し
た
。
来
月
も
爽
や
か
な
一
句
を
お
待
ち
し
ま
す
。 

（
選
者
）

八
月
号
の
締
切
で
す
。
七
月
二
十
四
日
（
ポ
ス
ト
イ
ン
）
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

読
者
俳
句
の
関
す
る
ご
意
見
ご
要
望
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。　
　
（
編
集
担
当
）

時 記歳

読 者 俳 句

ほ
ろ
酔
い
の
ス
パ
ー
ク
ワ
イ
ン
夕
焼
空	

ト
シ
子

七
夕
や
欲
張
り
喜
寿
の
願
い
ご
と	

左
世
美

風
薫
る
馬
車
に
揺
ら
れ
て
微
睡
か
な	

八
千
子

朝
陽
受
け
首
を
廻
し
て
涼
み
け
り	

玲
子

息
を
呑
み
ぬ
る
り
代
田
に
ま
ず
一
歩	

次
江

散
歩
道
一
息
入
れ
て
摘
む
夏
花	

重
吉

紫
陽
花
や
八
歩
で
渡
る
神
の
橋	

良
子

万
緑
に
谺
す
太
鼓
涅
槃
像	

干
城

洗
い
し
指
泥
の
感
覚
田
植
終
え	

恵
子

空
の
青
映
し
て
咲
く
や
額
紫
陽
花	

春
蘭

今
年
ま
た
頼
む
よ
足
腰
草
刈
り
を	

ヤ
ス
コ

家
終
い
二
人
黙
っ
て
桜
餅	

文
子

町
内
外
か
ら五十

名
が
参
加

　

大
分
県
現
代
俳
句
協
会

主
催
の
吟
行
俳
句
大
会
が

去
る
六
月
十
日
（
日
）
十

時
か
ら
こ
こ
の
え
や
ま
な

み
牧
場
を
主
会
場
に
開
催
。

十
三
時
ま
で
に
投
句
さ
れ

た
八
十
句
が
五
名
の
選
者

に
よ
っ
て
選
考
さ
れ
ま
し

た
。
入
選
句
（
高
点
句
）
は

以
下
の
と
お
り
で
し
た
。

お
知
ら
せ
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開催決定！！
養老先生の子育て論
～自然とのふれあいが
子どもの脳とからだを育てる～

子育て世代はもちろん、子どもにかか
わるすべての方に聴いていただきたい
講演です。
日時：令和５年１０月３１日（火）
講演		19:00 〜 20:30
場所：九重文化センター	ホール
※入場料は無料ですが、町民先行で事前
整理券の配布を行う予定です。

　詳細は８月に別途お知らせいたします。

【お問い合わせ】
社会教育課　℡ 76-3823

広報ここのえは、環境にやさしい再生紙と植物性インクを使用しています。

広報ここのえは、UD文字を使用しています。

７
月
号

令
和
５
年
７
月
17日

発
行（
通
巻
806号

）
発
行
・
九
重
町
役
場
情
報
デ
ジ
タ
ル
推
進
課

〒
879 -4895　

大
分
県
玖
珠
郡
九
重
町
大
字
後
野
上８番

地
の１

☎
	0973 -76 -2111	

印
刷・株

式
会
社
佐
伯
コ
ミュニ

ケ
ー
ション

ズ

7
月
・
8
月
の
休
日
当
番
医

●
病
院

月 日 医院名 住所 電話番号  ●
歯
科
医

月 日 医院名 市町 電話番号
7 月 16 日 荒 木 医 院 森 72-2466  7 月 16 日 お おくら 歯 科 医 院 日田市 0973-22-0222

17 日 矢 原 医 院 野 上 77-6121 17 日 武 内 歯 科 医 院 日田市 0973-22-3034
23 日 北 山 田 クリニック 北山田 73-2030  23 日 井 上 第２歯 科 医 院 玖珠町 72-5983
30 日 長内科小児科胃腸科医院 春日町 72-2143  30 日 小 野 歯 科 医 院 日田市 0973-57-2102

8 月 6 日 玖 珠 記 念 病 院 塚 脇 72-1127  8 月 6 日 桑 野 歯 科 医 院 日田市 0973-22-2556
11 日 麻 生 消 化 器 科 内 科 山 田 72-7100  11 日 倉 成 歯 科 医 院 玖珠町 72-0450
13 日 友 成（ 町 田 ） 医 院 町 田 78-8811  13 日 ア ペ ッ ク ス 歯 科 日田市 0973-22-0075
14 日 井 上 医 院 恵 良 76-2711  14 日
15 日 三池循環器内科クリニック 塚 脇 72-6101  15 日
20 日 友 成（ 塚 脇 ） 医 院 塚 脇 72-0330 20 日 アップ ル 歯 科 医 院 日田市 0973-24-7710
27 日 小 中 病 院 塚 脇 72-2167 27 日 石 松 朗 歯 科 医 院 日田市 0973-24-3718

<発熱や風邪などの症状があるときの受診方法について>
◎「かかりつけ医など身近な医療機関」に電話で相談のうえ受診してください
◎かかりつけ医がいない場合、診療時間外の場合　　　受診相談センター（24時間対応）　☎ 0 9 7 - 5 0 6 - 2 7 5 5

★都合で変更する場合があります。

急な病気、心の不調、育児、
介護などご相談ください●ここのえ健康ダイヤル　　　0120-511-658 (24時間年中無休無料健康相談) 

フリーダイヤル

町の面積／ 271.37㎢　　町の木／くぬぎ　　花／ミヤマキリシマ　　鳥／カッコウ

７月生まれ

大
おおの
野	永

はる き
葵	さん

（保護者：大
おおの
野	峻

しゅんぺい
平）

江
えと う
藤	樹

き り と
李斗さん、李

り つ き
月樹さん

（保護者：江
えとう
藤	広

ひろ き
樹）

武
たけ だ
田	望

の あ
亜	さん

（保護者：武
たけだ
田	和

かずまさ
将）

恒
つねなり
成	航

こうしろう
史郎	さん

（保護者：恒
つねなり
成	一

かずふみ
史）

永
えいらく
樂	藍

あい り
莉	さん

（保護者：永
えいらく
樂	大

ひろ き
樹）

１歳~３歳の誕生日を迎える、九重町に住所があるお子さんが対象です。
詳しくは九重町ホームページをご覧ください。

問	情報デジタル推進課 ( ☎ 76-3874)

8月がお誕生日のお子さん
7月２４日（月）

9月がお誕生日のお子さん
：8月２９日（月）

応募締切

人 の 動 き
６月 1 日～６月末日届出分

 人口と世帯
人口 8,593 人 （ - 7 ）
男 4,142 人 （ - 3 ）
女 4,451 人 （ - 4 ）

世帯 3,887 （ + 5 ）
（　）は前月からの増減

出生 （敬称略）
おなまえ 性別 保護者 行政区

佐
さ と う

藤　 遥
はるひこ

彦 男 浩
ひ ろ か ず

和 富 来 口
帆
ほ あ し

足　 真
ま ひ ろ

宙 女 幸
こうざぶろう

三 郎 中 村 上

おめでと
うございます

▲応募フオーム ▲九重町ＨＰ

弔慰
（敬称略）

お悔やみ申し上げます
おなまえ 年齢 行政区

赤
あ か み ね

峰　 和
か ず の り

則 ９２ 湯 坪 下

穴
あ な い

井　 サ ヨ ８９ 甘 川 水

生
い く た

田 小
さ え み

恵 美 ６８ 見 留

伊
い ぢ ち

地 知 君
き み え

惠 ７９ 川 下 南

梅
う め き

木 ミ ツ ヨ ９６ 菅 原 本 村

木
き つ き

付　 ト メ １０１ 菅 原 本 村

吉
よしみつ

光 ア キ ヱ ９９ 菅 原 本 村

１歳 ２歳 ２歳 ３歳２歳
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